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 １ 実践事項（ ② ） 

  

          タイトル：「小中合同研修会の取組について」 

 

 

 ２ 実践内容 

   豊見城市立小中学校の教員に対し、学校教育と特別支援教育について研修することで、児童生徒

理解及び個別対応、授業改善に関する資質向上を図り、市の教育施策を踏まえた、学校の教育活動

の充実を図ることをねらいとして実施。 

講師に琉球大学、城間園子氏をむかえ、「普通学級における特別に配慮する児童生徒への対応」

と題し、参集型の講演会を実施。 

 

 

 ３ 説明資料（写真、グラフ、図、表など） 

 

  

                市中央公民館での講演の様子 

 

 ４ 成果 

子どもをみるポイントとして、子どもの行動を見続けることや、行動の瞬間の子どもの思い願い

を理解し、その前後をみることで子どもになにが起きてるのかを知ることが大切であり、支援が必

要な児童・生徒の見取りをしっかりと行うことで、安心して学校生活を送ることができる。また、

ユニバーサルデザインでの授業づくりや教室の構造化を整備することも重要であり、この研修を通

して、児童・生徒理解についての再確認及び共有ができた。 

 

 ５ 課題 

 参集型の研修会を 3年ぶりに行なったが、講師と調整する中で、今後、参加者が自分事と捉え、

実践に活かす研修会の持ち方の検討が必要である。 
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